



















































































































































■平成 22 年 8 月第３回訪問。依頼していた
学生 500 人のデータ収集は終了していまし
た。けれども，質的研究を指導できる研究者
がいないため，分析は壁にぶつかっていまし
た。解決方法を協議した結果，その場で私が
分析方法を指導することにしました。そして，
日本の研究者も中国のデータを分析し，それ
をもとに共同分析をすることの提案をしまし
た。
■平成 23年 5月第４回訪問。哈爾浜医科大学
看護学部 10周年記念に客員教授として招聘
され，記念講演をしました。それとともに，
共同研究，データの日本語訳の妥当性の確認
をしました。
■平成 23年 6月第５回訪問。この質的データ
を分析するためには，中国の学生たちの授業
の状況を知って，自由記述内容を理解する必
要があります。データを理解するために，中
国の授業を参加観察しました。中国と日本の
政治の状況は異なり，教育機関の中の中まで
入っていくというのは､ 大変，難しいことで
す。でも，私たちは研究上必要だという理由
から，日本人が実際に入っていかないような
奥の奥まで入っていくことになってしまいま
した。
■平成 23年 8月第６回，5月第７回訪問。この
時は、日本側の分析結果と中国側の分析結果
を合わせて日中共同分析をしました。短期間
での７回の訪問により，大学近辺のこともよ
くわかるようになりました。不安もなくなり，
和気藹々と分析ができるようになりました。
■1 昨年，授業過程評価スケール中国語版の信
頼性・妥当性は確認でき，中国で書籍として
出版されました。私の関わった研究成果が中
国で書籍になるなどということは考えてみな
かったことです。
■日本の大学には多くの中国人学生が留学して
きており，今後，日本の教員が中国人学生を
含む授業を担当するとき，このスケールを使
用して，中国人学生から評価を受け，授業改
善に役立てたいと思っています。それにより，
中国人留学生にも満足する授業を提供できる
ようになると考えています。このように研究
はどんどん私を未知の世界に連れていってく
れています。
■現在の共同研究は，中国の病院の看護師の医
療事故防止対策に関する研究や，日本で開発
した何種類かの尺度の中国版の開発です。研
究はずっと続いて国境を越え発展し続けてい
ます。
■大学に求められている国際化，グローバル化
に適合する状況を大学に繰り広げているだけ
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舟島なをみ
ではなく，研究を介して国境を超えた信頼関
係が形成されることが重要です。
舟島先生は，「学生時代は，広い視野を持って
いて，将来，世界に飛び出していきたいなんて
ことを思っていた学生ではなかった。けれども
研究がどこまでも引っ張ってくれた。中国やそ
の他の国と共同研究をしようなんてことも思っ
てなかった。」と話されました。また，「研究を
活用可能な形にしようと思って書籍としたこ
とを契機とし，共同研究が始まり，開発したス
ケールが中国の教員の教授能力を高めること
に繋がり，既に研究結果でその成果が明らかに
なっている。」と話されました。
研究はずっと続き，国境を越え発展し続けて
いることが理解できました。
＊偶然・幸運・たまたま
まとめとして，この一連の研究が舟島先生の
予想をはるかに越え，なぜ国境を越え，それに
とどまらず発展し続けているのかを整理してみ
ると，｢偶然，幸運，たまたま｣ なんだと話され
ました。この，｢偶然，幸運，たまたま｣ が何故，
起きたか，次の講演がありました。
■「あるがままの状態から目をそらすことなく，
その本質を取り出す」ための研究を行ったこ
とにより，この ｢偶然，幸運，たまたま｣ が
起きていると思います。哈爾浜医科大学の教
授が私の開発したスケールを使用したいと思
いそれを行動に移すエネルギーは，教員が頭
の中で考えて作成したスケールではなく，日
本の学生からデータをとって，それを分析し
て質問項目をつくったところにあると思いま
す。
■何か一つのことをやるときに，ほかのものを
非難する人がいますが，私は人が行っている
ことは必ず意味があると思っています。既存
の研究を知った上で，この研究を実施してい
るのです。私は「先人の知見に最大限学ぶ」
という姿勢を大事にしていましたから，それ
が中国で受け入れられたと思っています。ま
た，日本の学生からどのような授業過程が良
いのかをデータ収集して，分析しただけでは
使用可能にはなりません。それをスケールに
して本に出版できた，すなわち「研究を活用
可能なところまでやり続けた」というところ
が，この ｢偶然，幸運，たまたま｣を引き起こ
したのだろうと思っています。
また，この ｢偶然，幸運，たまたま｣ が１回で
終わらずに，もう十何年継続している，その理
由として，次の講演がありました。
■第1は，哈爾浜医科大学の大学院生や教員と，
役割の異なる対等な関係にある共同研究者と
して誠実に交流していくということです。私
と同行する共同研究者は，このことを念頭に
置き，中国の共同研究者と誠実に交流する必
要性を再確認しつつ訪問回数を重ねてきまし
た。
■第 2は，中国には三千年の歴史があり，その
中には第２次世界大戦という事実があること
から目をそらさないということです。これま
で日中関係が悪化し何回か渡航を中止したこ
ともありました。そのような状況があっても，
私たちはどんなことがあっても友人であり，
共同研究者であることを確認しつつ､ 交流を
継続しています。
■第 3は，中国の政治文化には精通していない
ことを念頭に行動するということです。何度
も訪問を重ねますと，緊張感は薄れてきます。
しかし，哈爾浜は同じアジアの国ですが，国
情は全く異なり，緊張感を持って滞在するこ
とを心がけています。このことが｢偶然，幸運，
たまたま｣ を現在もなお発展し続けいく関係
につながっていると私は信じています。
最後に，舟島先生から，島根県，そして，日本
のリーダーとして活躍していくためには研究は
必要であり，ぜひ皆さんも状況が許し，大学院
に進学したいと思う方は，ストレートでの進学
していただきたいと，エールを頂きました。
また，学生からは「研究に対する強い熱意が
大切」「研究をすることで，看護という仕事や
その分野について深く知ることができる」「自
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平成 29年度島根県立大学出雲キャンパス　客員教授特別講義　─研究が国境を越えるとき─
分の興味のある分野は進んで挑戦いくことが大
切」など，自身のこととして前向きな感想があ
りました。
島根県立大学出雲キャンパスでは，これから
が期待される学生とともに，豊かな教育・研究
活動を展開していきたいと切に思いました。
舟島なをみ先生に厚くお礼申し上げます。
